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1．はじめに

本部会ではここ数年の間、コロナ禍で見えてきた新しい働

き方 1）やそれら働き方の変化や社会状況に呼応したワーク

プレイスプログラミングのあり方 2）、事例からみる共通項 3）、

新たな兆し 4）5）について議論を続けてきた。これらの議論で

は、現状を踏まえた上での未来の話を中心においてきた。今

年は、少し立ち止まって過去にも目を向けたい。つまり、過

去と現在の変化について整理することでワークプレイスプロ

グラミングの現在地を確認し、今後変わっていくものと変わ

らないものについての考察する資料としたい。

本稿ではまず、部会メンバーから過去と現在の変化につい

て、部分・全体 / 具体・抽象の事柄を広く集めた上で、少

し構造化を図り俯瞰の資料とした（2 章）。次に、この資料

を踏まえて、メンバーそれぞれの視点から見た重要な変化や

変わらない価値についての記事をまとめている（3 章～9 章）。

2．プログラミングの変化の概要の整理

本章では、部会メンバーがまとめた過去と現在の違いを集

約した表を紹介する。メンバーがそれぞれ感じる様々な観点

から集めた変化を、1）主眼の変化、2）具体的実施内容の変

化、3）経営層の関与の変化の 3 つの視点からまとめて、簡

単に俯瞰する。なお表中では、様々な抽象度の事象が混在し

ているが、出来るだけ原文の内容を損なわないように整理し

た。

2.1　プログラミングの主眼の変化

表 1 ではプログラミングの主眼の変化をまとめている。

表 1　プログラミングの主眼の変化
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は、現状を踏まえた上での未来の話を中心においてきた。今

年は、少し立ち止まって過去にも目を向けたい。つまり、過

去と現在の変化について整理することでワークプレイスプロ
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踏まえて、メンバーそれぞれの視点から見た重要な変化や変
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が、出来るだけ原文の内容を損なわないように整理した。 

 

 プログラミングの主眼の変化 

 表 1ではプログラミングの主眼の変化をまとめている。 

 

表  プログラミングの主眼の変化 

過去 現在 

・数量や面積、配置など定量的

な要件が中心 

・設計のための要件整理が中心 

・業務効率の向上が目的 

・快適で機能的な執務環境整備 

・物理的スペックの充実 

・物理的空間の再配置が目的 

・コンセプト策定で終わる傾向 

・デザインへの橋渡しが設計要

件定義になりがち 

・プログラミング→設計→チェ

ンジマネジメントというリニ

アな関係 

・成果を設計要件として活用す

ることが前提 

・スタッキング、ゾーニング 

・シナリオプランニングによる

新たな働き方の検討 

・真に実現すべき機能の絞り込

み 

・単位空間の設定と機能的なつ

ながり 

・単位空間の使い方、仕様、家

具など 

・竣工時が完成という考え方 

・働き方や意識改革が含まれる 

・ワークエンゲイジメントの向上 

・不動産戦略やワークプレイス戦略

の要件整理に目的が拡大 

・柔軟な働き方や働く意欲、マイン

ドの変化を高める施策 

・働き方や意識の転換が目的 

・企業戦略、 、人材育成、採用な

ど総合的な施策方針の指標を示す 

・働き手の意識や参加型の運用改善

等のチェンジマネジメント視点 

・初期段階からチェンジマネジメン

トの考え方や要素を入れる 

・整理されたゴールやコンセプト、

要望をチェンジマネジメント段階

で活用 

・具体的なアクティビティプランの

合意による設計者への正確なイン

プットとクリエイティブの期待 

・ウェルビーイング等の新たな働き

方キーワードに基づく方針を検討 

・今後は による自動レイアウト作

成による各種検討に期待 

・竣工は課程でありその後も運用を

行いながら変化するという考え方 

 

物理的な機能スペックを決めることが目的であった時代か

ら、近年ではそれらに加えて、働き方や意識を整えていくた

めの目的が重みを増している。このような主眼は、組織の経

営ビジョンと密接な関りを持つため、それらとの連動性を検
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討し、場合によっては再構築する良い機会とする場合が増え

てきている。

さらに、今後について検討するだけでなく、積極的に良い

変化を起こすためのチェンジマネジメントとの連携・融合が

見られるのも近年の重要な変化である。また、作って終わる

のではなく、運用段階も含めて継続的に育てていくことを念

頭としたプログラミングが求められていることが多い。

2.2　具体的実施内容の変化

表 2 は、具体的な実施内容について、アンケート調査、イ

ンタビュー調査、ワークショップ、その他に分けて整理した

ものである。

表 2　具体的実施内容の変化
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変化を起こすためのチェンジマネジメントとの連携・融合が

見られるのも近年の重要な変化である。また、作って終わる

のではなく、運用段階も含めて継続的に育てていくことを念

頭としたプログラミングが求められていることが多い。 

 

具体的実施内容の変化

表 は、具体的な実施内容について、アンケート調査、イ

ンタビュー調査、ワークショップ、その他に分けて整理した

ものである。 

 

表  具体的実施内容の変化 

過去 現在 

アンケート調査 

・文書量・物品量・会議頻度・

部門間近接度などの現状把握 

・出社率、自宅の快適度など在

宅オフィス外の環境について 

・現状把握に依存した傾向 

・ワード、エクセルを駆使 

・ワーカー意識調査 

・集まる目的、集まりたい要因など 

・調査項目の精査とワークショップ

等での課題把握とのすみ分け 

・ アンケートによる合理化

・今後は、 による分析を想定 

インタビュー調査 

・対面が基本 

・各部署のユーザーに働く場・

働き方の課題、改善点など 

・拠点オフィス＋サードパーテ

ィが対象 

・リモートインタビューが増加 

・ワークショップとの組み合わせ 

・拠点に集まる（来たくなる）オフ

ィスについて 

ワークショップ 

・実施しない場合が多かった 

・現状と理想のギャップ抽出 

・ありたい姿～コンセプトの総

意整理 

・運用面、環境面の主要なリニ

ューアルキーワード整理 

・フォーカスチームを対象とし

た働き方の方向性やプレイス

の要件整理のアイデア出し 

・対面でのワークショップ 

・生産性を落とさない在宅業務

など面積削減方向 

・ゴールを達成するための方策をユ

ーザー自身が考える 

・プログラマーはファシリテート役 

・自分ごと化によるユーザー満足度

が向上。稼働後の課題も主体的に

解決 

・企業戦略、 、人材育成、採用、

運用面、環境面で新たに取り組む

施策の検討 

・リモート/ハイブリッドが増加

（特に海外） 

・協創の目的と現状との乖離を議論 

その他の実施内容 

・検討体制の組織化 

・目的、予算、対象範囲、スケ

ジュール等の確認 

・与条件抽出のための調査 

・学びとなる事例の見学 

・運用上の課題や効果などは見

学先で聞く話が参考になる 

・テスト環境での事前検証は稀 

・ウォークスルー調査：在席

率、働き方の特徴などを確認 

・現状レイアウト図からファイ

ル量、機能別の面積を算出 

・従来の視察・見学に加えて、360

度動画等の利用の増加 

・テスト環境での事前検証が増加 

・基本的には現在も左記の調査を実

施 

・ 度カメラで現状オフィス内を

撮影、ウォークスルー調査に要す

る時間を削減 

・センサーの活用も増えつつある 

大きくは、現状を把握することに多くのリソースを割いて

いた過去から、今後の方向性を探るための実施内容が追加さ

れている。その中で、 を活用した調査の効率化は実施内

容の充実（増加）に大きな役割を果たしており、今後も活用

手法の開発が進められるであろう。一方で、対面でのワーク

ショップなどの直接的な対話の重要性が再確認され、 ア

ンケート調査等では表出し難い課題を探り・共有し・解決の

アイデアを一緒に考えるコ・デザインの機会として活用され

るようになってきた。 

 

経営層の関与に関する変化 

 最後に、プログラミングプロセスの中での経営層の関与に

関する変化について整理する（表 ）。これまので部会の議

論の中でも、しばしば取り扱いの難しい“悩ましい”“やっ

かいな”課題として話題を占めてきた事柄である。 

表 のように、経営層の関与の度合いやタイミング、意思

決定のあり方などは百社百様であり、毎回柔軟な対応を余儀

なくされる状況ではある。しかし、俯瞰してみるとコストと

してのオフィスから経営資源、さらに投資としてのオフィス

へと経営者の意識が少しずつ浸透しているように感じられる。

働く環境と経営を繋ぐ役割がプログラマーに期待されること

になるので、経営に関わる周辺知識やセンスを磨くことは重

要ではある。一方で、プログラマーは経営コンサルではない

ので、各種専門家との効果的な連携の枠組みを整備する必要

がある。 

 

表  経営層の関与に関する変化 

過去 現在 

・施設担当役員と担当部長レベ

ルでの推進が主流 

・経営層が多層化している場合

など、意思決定の仕組みが不

安定なケースが多くある。ま

た、強い経営者が個人の価値

観で独断する場合も多くみら

れる。 

・ インタビューによるゴー

ル、目指す姿の整理 

・コンセプトの承認 

・面積縮小方向の課題（在宅制

度の考え方） 

・多くのケースは部長クラスを

筆頭としたコアチームに行う

ことが多い 

・社長自ら方針を示し、直属の推進

チームで進める企業が増加 

・ワークプレイス改革が多くの企業

で行われていることが知られるよ

うになり、経営層が阻害要因にな

ることは以前よりは減少 

・企業戦略、 、人材育成、採用の

関連 

・ブランディング視点で目指す姿の

整理 

・在宅が根付くことによるコミュニ

ケーションのあり方について 

・プロジェクト冒頭でなくても、経

営層にアクセスしやすくなってき

た 

・働き方改革やワークプレイス戦略

関連の役員ワークショップが増加 

 

以上、部会で議論した様々な視点からの変化を簡単にまと

めた。次章からはこの議論を経て、執筆メンバーがそれぞれ

の立場からより焦点を絞って過去との変化について解説して

いく。 

大きくは、現状を把握することに多くのリソースを割いて

いた過去から、今後の方向性を探るための実施内容が追加さ

れている。その中で、ICT を活用した調査の効率化は実施内

容の充実（増加）に大きな役割を果たしており、今後も活用

手法の開発が進められるであろう。一方で、対面でのワーク

ショップなどの直接的な対話の重要性が再確認され、Web

アンケート調査等では表出し難い課題を探り・共有し・解決

のアイデアを一緒に考えるコ・デザインの機会として活用さ

れるようになってきた。

2.3　経営層の関与に関する変化

最後に、プログラミングプロセスの中での経営層の関与に

関する変化について整理する（表 3）。これまので部会の議

論の中でも、しばしば取り扱いの難しい“悩ましい”“やっ

かいな”課題として話題を占めてきた事柄である。

表 3 のように、経営層の関与の度合いやタイミング、意思

決定のあり方などは百社百様であり、毎回柔軟な対応を余儀

なくされる状況ではある。しかし、俯瞰してみるとコストと

してのオフィスから経営資源、さらに投資としてのオフィス

へと経営者の意識が少しずつ浸透しているように感じられる。

働く環境と経営を繋ぐ役割がプログラマーに期待されること

になるので、経営に関わる周辺知識やセンスを磨くことは重

要ではある。一方で、プログラマーは経営コンサルではない

ので、各種専門家との効果的な連携の枠組みを整備する必要

がある。

表 3　経営層の関与に関する変化

討し、場合によっては再構築する良い機会とする場合が増え

てきている。 

さらに、今後について検討するだけでなく、積極的に良い

変化を起こすためのチェンジマネジメントとの連携・融合が

見られるのも近年の重要な変化である。また、作って終わる

のではなく、運用段階も含めて継続的に育てていくことを念

頭としたプログラミングが求められていることが多い。 

 

具体的実施内容の変化

表 は、具体的な実施内容について、アンケート調査、イ

ンタビュー調査、ワークショップ、その他に分けて整理した

ものである。 

 

表  具体的実施内容の変化 

過去 現在 

アンケート調査 

・文書量・物品量・会議頻度・

部門間近接度などの現状把握 

・出社率、自宅の快適度など在

宅オフィス外の環境について 

・現状把握に依存した傾向 

・ワード、エクセルを駆使 

・ワーカー意識調査 

・集まる目的、集まりたい要因など 

・調査項目の精査とワークショップ

等での課題把握とのすみ分け 

・ アンケートによる合理化

・今後は、 による分析を想定 

インタビュー調査 

・対面が基本 

・各部署のユーザーに働く場・

働き方の課題、改善点など 

・拠点オフィス＋サードパーテ

ィが対象 

・リモートインタビューが増加 

・ワークショップとの組み合わせ 

・拠点に集まる（来たくなる）オフ

ィスについて 

ワークショップ 

・実施しない場合が多かった 

・現状と理想のギャップ抽出 

・ありたい姿～コンセプトの総

意整理 

・運用面、環境面の主要なリニ

ューアルキーワード整理 

・フォーカスチームを対象とし

た働き方の方向性やプレイス

の要件整理のアイデア出し 

・対面でのワークショップ 

・生産性を落とさない在宅業務

など面積削減方向 

・ゴールを達成するための方策をユ

ーザー自身が考える 

・プログラマーはファシリテート役 

・自分ごと化によるユーザー満足度

が向上。稼働後の課題も主体的に

解決 

・企業戦略、 、人材育成、採用、

運用面、環境面で新たに取り組む

施策の検討 

・リモート/ハイブリッドが増加

（特に海外） 

・協創の目的と現状との乖離を議論 

その他の実施内容 

・検討体制の組織化 

・目的、予算、対象範囲、スケ

ジュール等の確認 

・与条件抽出のための調査 
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経営層の関与に関する変化 
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・働き方改革やワークプレイス戦略
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以上、部会で議論した様々な視点からの変化を簡単にまと
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いく。 
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の立場からより焦点を絞って過去との変化について解説して

いく。



50

4．地方自治体の新庁舎整備計画における委託内容の変化

（イトーキ　市村 匡生・海野 麻耶）

新型コロナウイルスが流行しはじめた 2019 年頃から、地

方自治体が進める新庁舎整備計画における執務環境調査業務

のフェーズには大きな変化がみられるようになった。

パンデミック以前に実施されていた執務環境調査は、主に

業務の効率化やオフィス環境の物理的充実を目的としており、

席数、会議室数、窓口数、収納量など、定量的な要素を中心

に検討が行われていた。

しかしパンデミック以降は、これらに加えて、職員の働き

方の見直しや意識改革といった観点が新たに重視されるよう

になっている。具体的な業務内容も、職員への意識調査、職

員参加型のワークショップ、さらにはパイロットオフィスを

活用した効果検証など、定性的な要素が加わり、新たなテー

マへ発展している。

このような変化の背景には、リモートワークやオンライン

会議の普及によって多様化した職員の働き方の影響が大きい

と考えられるが、それだけではない。総務省が推進する「自

治体 DX 推進計画」による市民サービスのデジタル化が業務

工程に変化をもたらしていることに加え、人口減少、自治体

職員の応募倍率の低下、離職率の上昇といった、担い手不足

の深刻化も要因として挙げられる。

さらに、令和 5 年 12 月に総務省が策定した「人材育成・

確保基本方針策定指針」では、職員が働きやすい職場環境の

整備の重要性が明確に示された。これを受けて、自治体は職

員一人ひとりの価値観に寄り添った柔軟な働き方の実現が求

められている。そして、それによる職員の生産性や主体性の

向上を通じて、より質の高い市民サービスを提供することが、

これまで以上に強く求められている。

こうした、職員の働きやすさと自治体サービスの質の向上

の両立を目指す動きは、今や主流となりつつある。これに伴

い、地方自治体の新庁舎整備計画における執務環境調査業務

も、定量的な要件だけでなく、定性的な側面への丁寧な対応

がより一層求められていくだろう。

． プログラミングで決めるコトが変わる
（大成建設 丸山 玄） 

筆者は 年以上にわたり、ゼネコン技術営業支援という

立場で、客先にファシリティマネジメントを推進すべく、個

別インタビューやワークショップを通じてプログラミング作

成のお手伝いを続けてきた。多様な業種、研究施設や生産施

設、教育機関や病院など、オフィスエリアを中心に計画条件

を多面的に整理してきた。 年前からコロナまでと、コロ

ナから今とでは、プログラミングに求められる内容が大きく

変わってきたという肌感覚がある。

年前はオフィスでの生産性は、少しでも広いフロア面

積で、一人当たりの㎡数が指標であり、デスクをどう並べる

と効率的であるか、打ち合わせや会議室の数をどこまで確保

できるかが、ニーズのポイントであった。来客スペースは緑

化や絵を飾るなどこぎれいな場づくりに対し、ワーカーが働

くオフィスは裏方で、書類が多くても段ボールが積んであっ

て狭くても多少は我慢するのは当然であった。オフィスは人

口密度が高く、気合いで頑張ればよいと風土を感じた。 

オフィスが不快な環境では、知的生産性に限界があること

を海外とのオフィス比較で痛感した日本は、労働人口減少の

流れも受けて、一人ひとりの能力を最大限発揮するオフィス

のプログラミング戦略に舵をきった。つまり、知的生産性向

上の評価手法は、オフィスの人的な量ではなく質に変わった。 

具体的にプログラミングの求められる項目の変化を下図に

示す。従来は、部門ごとの面積や配置場所の条件、収納量や

休憩エリアとの関係性やスペックなどであった。近年は、一

人ひとりの能力を高める「行動変容」を推進するナッジデザ

インによる環境整備やイベントチームや働き方のルール作り

も大事なプログラミング項目になった。ナッジデザインでは、

自己高揚感を高めてモチベーションやエンゲージメントを向

上する仕掛けや、オフィスに行きたくなる目的を明確にする。

また、具体的な行動変容では、ボーっとする場でアイデアを

生み出す仕掛けや議論が白熱する演出についてもプログラミ

ングで決めて、まずは試行する傾向も出てきている。 
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の方法であると言える。

6．カルチャーをカタチにする

（ヴィス　母ヶ野 仁）

インテリアデザイナーとして、オフィスの設計デザインに

関わってきた。プログラミングを行うといった行為からでは

なく、デザイナーとしてクライアントに向き合ってきた中で

より感じる主な変化をまとめると、1）固定席からアクティ

ビティベースへ、2）部門ごとの島型対向からプロジェクト

横断を意識した席の配置へ、3）フランドイメージの届け先

の変化、4）成果が収容人数やコスト削減から体験価値・エ

ンゲージメント・ウェルビーイングへ、5）竣工時での完成

から運用しながら変化する考え方へ、である。

オフィスの設計においての問いは「オフィスという場所で

いかに活動を生み出すか」へと変化している。固定席から活

動に応じた席 / ゾーンへ、情報の共有など色々なものがクラ

ウドへ移行していく中、鍵になるのは「余白のあるワークプ

レイスプログラミング」だ。これまでの座席数や坪効率など

の定量的な部分だけではなく、業務フローや組織カルチャー

など変化を前提とした振る舞いと余白を仕込む必要がある。

竣工したオフィス空間はそこで行われる体験によって変化を

生み次の表情を見せる。プレイスだけに軸をおいていたら、ハ

イブリッドの時代を支えることは出来ない。だからこそ、ワー

クプレイスプログラミングはプレイスだけにとどまらず、エ

クスペリエンスにまで言及することが不可欠なのだ。

7．価値づくりのためのプログラミングの拡張

（丹青社　安元 直紀）

ワークプレイス構築業務に十数年間クライアントと関わる

ことで体感している大きな流れ、変化について 1 つ記す。

それは企業（クライアント）の「価値」をどのように体現

していくか？

これまでは私たちはクライアントのワークプレイス要求に

対する考察や根拠を示し、整理を行うことでプランニング、設

計デザインの成果物として認められてきた。変化を感じる近

年ではこれに加え、経営戦略、人材獲得、企業の社会貢献な

ど、多角的な見地からワークプレイス構築を求められている。

これによりワークプレイスに企業独自のアイデンティティや

挑戦の想いを含む「価値」を見出すために、プログラミング

の拡張が必要であると考えられる。例を挙げると、数量や仕

様といった定量的なプログラミングに加えて、どのような活

動、体験を生み出すか、どのような心情を呼び起こすか、な

ど定性的な分析を踏まえたアクティビティプラン、シーンメ

イキングが加わる。プログラミングはクライアントの現実的

視点に立ちながらも、企業の未来や社会的価値をつくってい

くクリエイティブな思考が求められる拡張の時代となった。

5．時代によるプログラミングの変化とその価値

（JLL　溝上裕二）

筆者の約 30 年に渡る実プロジェクト実施経験から、過去

から現在や近未来に至るまでのプログラミングの「変化」に

ついて考察する。

「プログラミングの目的」の変化は、建築やワークプレイ

ス設計のための要件整理が中心であったものが、総合的な不

動産戦略、複数オフィスの最適配置計画、ワークプレイスガ

イドラインづくりにも拡大し、施設周りの様々な要件整理と

基本計画づくに活用されるようになった。

「プログラミングの成果の活用」では、単に機能リストと

面積を示した設計要件整理であったものに加え、プログラミ

ングで整理されたゴールやコンセプトならびに各部署の要望

が、ユーザーのマインド変化をリードするチェンジマネジメ

ント活動で重要な意味を持ち、有効に使われるようになった。

「プログラミングとチェンジマネジメントの関係」では、

プログラミングから設計、さらにチェンジマネジメントとい

うリニアな実施関係から、プログラミング段階からユーザー

のマインド変化を促し、プロジェクトを実施する中でのユー

ザー体験（UX）を重視するようになり、プログラミングの

最中にチェンジマネジメントの考え方や要素を取り入れるよ

うになった。

「手法の進化」では、アンケートやインタビュー調査・分

析に Web 技術や AI を活用するようになり、ワークショップ

は対面とリモートのハイブリッドが多くなってきた。

「経営者の関与」では、施設担当役員と担当部長でのプロ

ジェクト推進が主流であったが、社長自ら方針を示し、社長

直属の推進チームでプロジェクトを進める企業が増加してき

た。これは、経営者がワークプレイスづくりを単なる「コス

ト」はなく、従業員の行動変容を誘発し、人材育成のための

「投資」であるという認識が広まりつつあると考えられる。

一方、プログラミングが時代により変化していないものは、

「基本的なプログラミング理論」であるビジョン・ゴールの

明確化、ゴールを達成するためのコンセプトと機能設定、数

値による論理的なプログラムの構築、要件を抽象化すること

による設計者の創造性喚起、設計課題の明確化などである。

時代によりプログラミングが変化していった理由は、①プ

ログラミングの適用範囲の拡大、②プログラミング関連技術

やツールの進化、③時代によるニーズの変化（ワークプレイ

スに求められる価値の変化）、④ワークプレイスづくりを経

営の一部として捉える経営者の意識変化があげられる。

以上、プログラミングの基本的な理論は普遍であるが、そ

の適用範囲や手法は社会の変化やその時代のニーズに合わせ

柔軟に変化してきている。柔軟な仕組みを持つプログラミン

グこそが最適なプログラム（設計要件）を確立でき、その時

代の課題を解決する建築やワークプレイス設計へと導く最強
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のでは、プログラミングの価値は半減すると思われる。

一方で、川上のワークプレイス戦略づくり（図 4）におい

ては、最終的にカタチに落とすことを要しないことにより、

プログラミングの特性が有効に働くと考えられる。私が手掛

けた事例では、プロセスを丁寧に辿り、その企業のオフィス

基準書を策定した。最終成果物がカタチではないことが、冒

頭の経営層へのゴールの確認をコンセプトの策定を待って行

う、代わってこれを部長層に行うなど推進上の工夫に迫られ

たものの、プロセスを踏まえて、出社率、在席率などの調査

からワークポイント数を求めるなど定量的な分析と、あるべ

き姿であるコンセプトとをうまくバランスさせて基準書に落

とし込むプログラミングができたと思う。

ワークプレイスづくり、戦略構築のいずれの場合でも、プ

ロセスを踏まえると共に、各ステップをできる限り検討して

ゆくことが、より良いワークプレイスづくりに繋がってゆく

と考える。

． オフィスの利用目的から考える
（フリーランス 菅野 誠） 

コロナ前 という考え方がオフィスづくりの中に出現

した。 は行いたい行動により自らの体をその目的が達

成しやすい場所に移動するという考え方である。この

の出現により働く場所への考え方が見直されてきた。もとも

と人間は自宅では を実践している。風呂に入る時には

浴室に行き、寝る時は寝室に移動し、食事をするときはダイ

ニング、くつろぐ時はリビングに、とそのアクティビティに

合わせて家の中で自分の体を適切なファシリティのある場所

に移動させてきた。

コロナを契機に在宅ワークが取り入れられ、その結果、オ

フィスで何をするのか？というオフィスの利用目的が問われ

るようになった。そこでオフィスに滞在する目的を鮮明にす

るためにプログラミングを行い、オフィスの価値をあらため

て目的別に精査する必要が出てきた。一方でオフィスをどの

ように使っているかという過去データの集計から必要数を理

論的に算出する方法に加えて、エンゲージメントを上げるた

めの手段やコミュニケーションのあり方などについてワーク

ショップを行うなどの変化が見られた。

． プログラミングの要はやはりプロセスにある
（竹中工務店 大川 徹） 

ワークプレイスを単なる経費と捉える時代から、近年は知

的生産性を向上させる装置としての理解が進み、大きく関心

が高まって来た。 

ただ、ここへ来て気になるのは、ワークプレイスへの関心

の高まりとは裏腹に、プログラミングがきちんと行われてい

るのかということ、そして日経ニューオフィス賞などのワー

クプレイス評価の場において、プログラミングプロセスが評

価の対象となっているのか、ということである。 

 図 のプログラミングのプロセスに照らして受賞事例の資

料注 1）を見ると、何を目指すのかという「 ゴール」が「コ

ンセプト」として語られているのはよいとして、「 .事実の

収集と分析」では「課題」の提示はあるが、主にアンケート

などによる定性的なことが多く、定量的なことはどこまで押

さえられているかが不明である。「 .コンセプトの発見」は

ゴールを達成するための手段であるが、ユーザーワークショ

ップを通した検討は多く行われているものの、ゴールに対応

して整理されていることは少ないように思われる。その後の

「 ニーズの決定」「 課題の提示」では設計者への要求条

件を提示するというより、その手前までのプロセスだけを受

けてプランニング、デザイン検討が行われているように見え

る。プログラミングは、組織における推進担当者が新たな働

き方、働く場の実現のために組織内を説得するための武器に

もなるのであり、中途半端に終わらせてデザインに頼るので

は、プログラミングの価値は半減すると思われる。 

 一方で、川上のワークプレイス戦略づくり（図 4）におい

ては、最終的にカタチに落とすことを要しないことにより、

プログラミングの特性が有効に働くと考えられる。私が手掛

けた事例では、プロセスを丁寧に辿り、その企業のオフィス

基準書を策定した。最終成果物がカタチではないことが、冒

頭の経営層へのゴールの確認をコンセプトの策定を待って行

う、代わってこれを部長層に行うなど推進上の工夫に迫られ

たものの、プロセスを踏まえて、出社率、在席率などの調査

からワークポイント数を求めるなど定量的な分析と、あるべ

き姿であるコンセプトとをうまくバランスさせて基準書に落

とし込むプログラミングができたと思う。 

ワークプレイスづくり、戦略構築のいずれの場合でも、プ

ロセスを踏まえると共に、各ステップをできる限り検討して

ゆくことが、より良いワークプレイスづくりに繋がってゆく

と考える。 

図  プログラミングプロセス注２）

図  ワークプレイス戦略の位置づけ

 

． まとめ
以上、過去と現在の変化の整理と考察を通してワークプレ

イスプログラミングの現在地を確認した。少し乱暴に総括す

ると、現状把握・課題解決型から課題発見・未来開拓型のプ

ログラミングへのシフトが見て取れる。ただし、何にもとづ

いて、どこを向いて、どのような要件（まで）を決めるかが

変化したのであり、「ワークプレイスの具体化・具現化に資

する要件を整理する」というプログラミングの起点となるニ

ーズは変わらない。 

本稿で取り上げた変化は、プログラミングに限らず、家具

１１  ゴゴーールル：： クライアントは何を成し遂げようとしているのか？

それは何故か？

２２  事事実実：： 何を知っているのか？ 何が与えられているのか？

３３  ココンンセセププトト：： クライアントはどのようにしてゴールを達成しようとしているのか？

４４  ニニーーズズ：： コスト・面積の程度はどれくらいか？  

さらに品質レベルはどの程度か？

５５  課課題題：： 建物のデザインに影響する重要な条件は何か？

デザインで取るべき全体的な方向性は何か？

図 3　プログラミングプロセス注 2）
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と人間は自宅では ABW を実践している。風呂に入る時には

浴室に行き、寝る時は寝室に移動し、食事をするときはダイ

ニング、くつろぐ時はリビングに、とそのアクティビティに

合わせて家の中で自分の体を適切なファシリティのある場所

に移動させてきた。

コロナを契機に在宅ワークが取り入れられ、その結果、オ

フィスで何をするのか？というオフィスの利用目的が問われ

るようになった。そこでオフィスに滞在する目的を鮮明にす

るためにプログラミングを行い、オフィスの価値をあらため

て目的別に精査する必要が出てきた。一方でオフィスをどの

ように使っているかという過去データの集計から必要数を理

論的に算出する方法に加えて、エンゲージメントを上げるた

めの手段やコミュニケーションのあり方などについてワーク

ショップを行うなどの変化が見られた。

9．プログラミングの要はやはりプロセスにある

（竹中工務店　大川　徹）

ワークプレイスを単なる経費と捉える時代から、近年は知

的生産性を向上させる装置としての理解が進み、大きく関心

が高まって来た。

ただ、ここへ来て気になるのは、ワークプレイスへの関心

の高まりとは裏腹に、プログラミングがきちんと行われてい

るのかということ、そして日経ニューオフィス賞などのワー

クプレイス評価の場において、プログラミングプロセスが評

価の対象となっているのか、ということである。

図 3 のプログラミングのプロセスに照らして受賞事例の資

料注 1）を見ると、何を目指すのかという「1. ゴール」が「コ

ンセプト」として語られているのはよいとして、「2. 事実の

収集と分析」では「課題」の提示はあるが、主にアンケート

などによる定性的なことが多く、定量的なことはどこまで押

さえられているかが不明である。「3. コンセプトの発見」は

ゴールを達成するための手段であるが、ユーザーワーク

ショップを通した検討は多く行われているものの、ゴールに

対応して整理されていることは少ないように思われる。その

後の「4. ニーズの決定」「5. 課題の提示」では設計者への要

求条件を提示するというより、その手前までのプロセスだけ

を受けてプランニング、デザイン検討が行われているように

見える。プログラミングは、組織における推進担当者が新た

な働き方、働く場の実現のために組織内を説得するための武

器にもなるのであり、中途半端に終わらせてデザインに頼る
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開発や空間設計、ICT 環境整備、学術研究などオフィスづく

りに関わる様々な活動と連動している。読者それぞれの立場

からみた変化と照らし合わせて考察していただければ幸いで

ある。

注釈

注 1） 「The Best of New Offices 2024」など ニューオフィス推進協会

編

注 2） 「プロブレム・シーキング：建築課題の発見・実践手法」ウイ

リアム・M. ペーニャ , スティーブン・A. パーシャル著、溝上

裕二 訳　彰国社
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